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コンセプトや施設整備方針（案）を最も効率的・効果的に反映できる

校庭が整形で使いやすく、日当たりもよい

校舎と体育館が近いため、体育館への移動と災害時の連携が容易

現状の校舎配置と同様のため、近隣への環境変化を抑えられる

改築懇談会 地域WS 生徒WS教職員WS

糀谷の繋がりをひらいてひろげる
世代を超えて、国際色豊かに、新しい仲間も一緒になって、

学び合い成長できる「未来を創る学校」

【コンセプト】

安心
『災害拠点として地域を守る』

『地域の人がいつもいる』

『変化に対して柔軟に対応する』

生活
『いろいろな人にやさしい』

『居場所を選択できる』

『快適に使える』

学び
『学校全体が学びの場になる』

『夜間学級を活かし、国際教育を育む』

『地域と連携して共に成長する』

【施設整備方針（案）】

■現状の配置図 ■改築後の配置

【学校づくりワークショップ（全 14回）】

　糀谷中学校の特徴や教育目標、大田区の教育ビジョン等を踏まえ、学校改築懇談会及び各ワー
クショップで寄せられた新しい糀谷中学校へのご意見をもとに、意見交換等を通じて整理し、コ
ンセプト及びその実現に向けたテーマを策定しました。

　糀谷中学校は、「校舎棟の大部分が築 50 年を超えていること」「周辺に大規模工事がないこと」
から改築校として選定しました。また、改築にあたっては大田区学校施設個別施設計画に基き、
糀谷中学校の仮設校舎を北糀谷小学校でも継続して利用し全体的な工期の短縮を目指すととも
に、体育館棟の長寿命化改修についても検討することとしました。

　糀谷中学校は、都内に 8 校しかない夜間学級設置校であることや、大田区人権教育研究協力
校として、人権意識を高める教育に力を入れていること、地域と連携した取組や地域行事への参
加に力を入れており、防災訓練など生徒が参加する機会が多く、学校と地域が深い連携関係を築
いてきたという特色があります。
　以上のような糀谷中学校の教育目標や大田区の上位構想を踏まえ、学校改築懇談会や各ワーク
ショップ等で意見交換を行い、糀谷中学校の改築に係る基本構想を検討しました。

令和 8 年 3 月
大 田 区

　上記の「3. 改築の方針」等を踏まえ、「校庭の形状・日当たり」「体育館への移動・連携」「近
隣への影響」等様々な視点から複数の案を検討・比較し、コンセプトを実現できる配置案を選定
しました。

①工期短縮を前提とした上で、学校を運営しながら糀谷中学校敷地内での建替え
　を行います

　プール棟がある北側の敷地については、現在策定中の「大田区学校プールのあり方」の内容等
も踏まえて、近隣の複数校で共同利用可能な屋内温水プールの整備について検討いたします。

　選定に至った理由は以下の通りです。

②仮設校舎を北糀谷小学校の無人改築用の校舎として連続利用し、体育館棟と校
　庭を共用します

③体育館棟については築年数が浅く、劣化度調査の結果も問題なかったため、長
　寿命化改修を行います

糀谷中学校改築事業　基本構想・基本計画（案）について
基本構想・基本計画の策定に至る背景基本構想・基本計画の策定に至る背景

～糀谷中学校の特色について～～糀谷中学校の特色について～

基本構想基本構想

現状の配置と改築後の配置案現状の配置と改築後の配置案

改築の方針改築の方針

プールの活用についてプールの活用について
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『変化に対して柔軟に対応する』

『快適に使える』
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安心『災害拠点として地域を守る』
『いろいろな人にやさしい』2

2

『地域の人がいつもいる』

生活 『居場所を選択できる』

『地域と連携して共に成長する』『学校全体が学びの場になる』『夜間学級を活かし、国際教育を育む』 教室

体育館 プール

特別教室 夜間

管理 給食

地域利用

共用 階段・WC など

メディアセンター

一体的な
諸室の利用
が可能

一体的な
諸室の利用
が可能

4 階3階2階1階

災害時に
備品運搬
しやすい

地域の人が
入りやすい
位置に計画

地域の人が
入りやすい
位置に計画

校庭との連携が
生まれやすい配置

交流が生まれる
同階への教室配置

昼夜の
教職員の連携

体育館は長寿命化改修

屋内プール設置
について検討中
屋内プール設置
について検討中

学校全体が
学びの場となる
メディアセンター

普通教室と
近い位置に計画

3 体育館との
連携がしやすい
位置に計画

東側の明るく
学年のまとまりがある
普通教室

各学年から
アクセスしやすい
位置に配置

各階に生徒の
居場所をつくる

（1）令和 8 年度から令和 10 年度　基本設計・実施設計
（2）令和 10 年度以降　　　　　　工事着工

■予定建物規模　
　階数：地上 4 階建て / 地階なし
　構造：鉄筋コンクリート造

■凡例■施設整備方針（案）

コンセプト及び施設整備方針（案）を踏まえたゾーニング案は下図の通りです。

※本資料の内容は、現時点で予定しているものであり、今後の基本設計・実施設計における詳細な検討に伴い、変更する可能性があります。

体育館とは
2階で接続

施工ステップ施工ステップ

スケジュール（予定）スケジュール（予定）

新校舎のゾーニング案新校舎のゾーニング案

6.

7.

8.


